






























































口は約 10億人、そして20 1 1年10月31日、70億人となりました。イギリスで

































































































































































































































































































































































































































かりになると思うんですが、水は 10 Oocで沸騰します。そのため、チャ ンネルに詰めて
も1OOocで出ていきます。ということは、 1OOoc以上では使えない。燃料電池は、ち










































































ところが、その中間にある、さっき言いました 100ナノメ トー ル前後のこの世界とい
うのは、分子が適当に集まっているわけです。幾つかの分子が、 これは何を意味するかと
いうと、時間的に揺らいでいます。決して、がちっとしたものではないわけです。時間的
揺らぎがあります。ということは、我々がすぐ思いつくのは、ミスはいっぱいあるだろう
と、熱で揺るがされているんで、ミスはいっぱいあるんだろうと思いますが、ところが生
物は、こういう室温の揺らぎの激しい世界でも、きちっと機能をしています。
それぞれのこの分子集合のこの領域、 これはきちっとした機能があるわけです。どんな
理屈があるのか、どうすればいいのかというところから踏み込んでやるというところです。
私たちの化学も、そういう多孔性材料をもっと小さくしていって、これぐらいの世界に
持っていったときに、どういう機能が生まれるのかというのも含めて、こことの接点で研
究している。まさに時聞がかかわる、要するにス トカスチックなフィジックスと言われて
いる、そういう分野を物でもって研究しようという、そういう分野です。
だから、ひょっとしてアウトプットはすぐに役に立たないかもしれません。しかしなが
ら、我々が認識していない、 理解できていない世界が見えてくるというのは、まさに知財
でもあるわけです。知的な財産です。ましてや日本発信であれば、 日本が世界の人に教える、
または伝える、そういう知が生まれるというふうに思っています。できれば、それが医療
用や、いろんな応用にできればいいんじゃないかというように思っているんですが、そう
いうところです。
私たちの材料もどうなのかというのを一言だけ述べてみますと、冒頭、ガスの話をしま
した。一酸化窒素やco、硫化水素、こういうものも実は役に立っているんだよというお
話をしましたが、それを我々の多孔性材料をイ吏ってオンタイムで欲しいときに出す。そし
て、この細胞の必要なところで出すということをやるのに、ちょうどぴったりの材料でも
あるわけです。
そういう意味で、この材料をこういうところへの応用にまで進めて現在行っているとい
うのが私たちの現状です。まだまだこれからなんですけども、あまり詳しいこともまだ言
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えない状況ですので、こういうような方向性ということでお話ししておきます。
ということで、こういう我 の々細孔というものが、ガスをターゲットにしていますが、
当然、環境問題、宇宙や、ぞれからエネルギーの問題、 すべてにかかわってくる。そして
生命にまでかかわるような、そういうガスを自在にコントロールできる、そういう化学と
しての多孔性材料、空間というものがあるということを私のメッセージとして、今日はこ
の話を終えさせていただきたいと思います。ご清聴ありがとうございました。(拍手)
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